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800ｍ圏  

甲栄台  

松宮台  

若葉台  

惣山町  

神戸市立  
桜の宮小学校  

神戸中央病院  

神戸市立  
桜の宮中学校  

神戸市立甲緑小学校  

北鈴蘭台駅  

本ビジョンは、神戸市・北区役所の協力
のもと、北鈴蘭台駅西側の市営桜の宮
住宅建替事業等の開発を契機として設
置された「北鈴○○

まるまる
部」が、開発後のま

ちの使い方の指針となることをめざし
て作成しました。 

本ビジョンでは、まちづくりを広げて
いくエリアとして、神戸電鉄北鈴蘭台
駅より半径 800ｍ圏に含まれる甲栄
台・若葉台・松宮台・惣山町を「北鈴蘭
台地域」として設定しています。 
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去る 2016 年、神戸市内最大級の市営桜の宮住宅の建替え事業が始まりました。1 期 2 期
含めると、1,250 戸、特に 800 戸の 2 期事業は PFI事業として日本最大規模の巨大プロジェ
クトです。その余剰地には約 300 戸もの戸建住宅地も開発され、さらには、北鈴蘭台駅前の
再開発事業も進み、いま、北鈴蘭台地域は大きな変化の時期を迎えています。このまちの歴史
を刻んできた一群の建物が一斉に建替わるだけでなく、そこに新たに移り住む人を迎えるこ
とにもなります。 

これを単なる建替え事業、ただ建物が新しくなるだけに終わらせたくない。「まちづくり」
として、昔からこのまちに住んでおられた方とともに、このまちを育て、元気にする一つのき
っかけとしたい。そのような思いで、「北鈴○○部」が立ち上がり、生まれ変わる北鈴蘭台地
域のまちの将来イメージを地域に暮らしている方や事業者の方々と共有することを目的に、
“まちづくりビジョン”としてまとめました。 

また、本ビジョンは、神戸市が平成 26 年に
策定した「市営桜の宮住宅建替事業基本方針」
における『まちづくりの３つの目標像』に基づ
き、まちづくりで生まれた場や関係性を活かし、
地域住民・事業者等がまちを使い、育てる指針
となることをめざしています。作成にあたって
は、地域にお住まいのみなさまや団体・お店を
対象にアンケートやヒアリング等を重ね、貴重
なご意見やプロジェクトのアイデアをたくさん
いただきました。この場を借りて、厚く御礼申
し上げます。 

本ビジョンをきっかけに、この地域に関わるひとたちが少しでもまちをよくすることにつ
いて考え、誰かと語らい、手をとりあい、新しい活動や新たな価値がこのまちに芽吹くことを
期待しています。 
 
 
 
 
 
 
  

北鈴○○
まるまる

部とは・・・ 

私たち「北鈴○○
まるまる

部」は、北鈴蘭台地域のこれからのまちづく
りを考える協議体です。市営桜の宮住宅の建替え等を契機とし
て、新しく変わっていく北鈴蘭台を、多くの人に知ってもらい、
もっとたのしんでもらおう！という思いで、2019 年に立ち上
げ、さまざまな活動を進めています。 

構成員（2023.09 時点） 
桜の宮ふれあいのまちづくり協議会／きたすずランド株式会社／株式会社北神地域振興／ 
神戸親和大学／神戸市立森林植物園／一般財団法人神戸住環境整備公社／神戸電鉄株式会社／ 
TC 神鋼不動産株式会社／株式会社長谷工コーポレーション／積水ハウス株式会社／ 
パナソニックホームズ株式会社／生活協同組合コープこうべ／JCHO 神戸中央病院／ 
みんなのごはん実行委員会／PORTH 
協力：神戸市 

北鈴つづくビジョンとは 1 

市営桜の宮住宅建替事業基本方針（平成 26 年 4 月） 

＜まちづくりの３つの目標像＞  
１ 若い人からお年寄りまで、いきいきと住めるまち  
２ 環境に配慮したゆとりとうるおいのあるまち  
３ 誰もが安全・安心に暮らせるまち 

北鈴つづくビジョン 

神戸市 

北鈴○○部 

神戸市・ 
北区役所 

協力 

建替え等プロジェクト アンケート・ヒアリング等 
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（１）広域的な位置づけ 
農業が盛んで山に囲まれ自然

豊かな北神と海側の都心部をつ
なぐ中間に位置します。 
北区の中では南に位置し、鈴

蘭台・西鈴蘭台とともに「鈴蘭
台地区」を形成しています。 
都心へスムーズにアクセスで

きるベッドタウンとして発展し、
三宮や灘などから移り住んだ人
も多いです。 
 
 
 
 
 
（２）地域の成り立ち 

1969 年から市営桜の宮住宅
の建設が始められ、1970 年に
は団地の目の前に神戸電鉄「北
鈴蘭台」駅が開業しました。 
建替え前の市営桜の宮住宅は

神戸市内最大の 2,299 戸もの
マンモス団地でした。 

 
 
（３）地域の概要 
北鈴蘭台駅より約 800ｍ圏は甲栄台・若葉台・松宮台・惣山町の４町で構成された住宅地で、

2020 年時点では約 10,000 人が住んでいます。駅開業から約 50 年が経過し、住民のおよそ 3
人に 1 人が 65 歳以上です。一方で、松宮台や甲栄台では比較的新しい戸建住宅などに新しく
移り住んできた子育て世代も多く住んでいます。 
 

北鈴蘭台駅 営業 1 年後の写真 

町丁目 甲栄台、若葉台、松宮台、惣山町 
世帯数 4,414 世帯 
人 口 10,369 人 

年少人口率 11.8％（神戸市平均：11.2％） 
高齢化率 33.2％（神戸市平均：27.5％） 

（2020 年国勢調査） 

北鈴蘭台 

三宮・灘 

北神 

市営桜の宮住宅（建替え前） 

北鈴蘭台地域とは 
 

２ 

@Daisuke AOYAMA 
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（４）地域のポテンシャル 
 
 
 
 
 

三宮などの都心まで電車
で約 30 分の近さにありな
がら、淡河などの農村地域
にも近い。暮らす上で、都心
部と農村地域の“いいとこ
どり”ができる立地です。 

都心部にも農村地域にも近い 
 

山に囲まれていることもあり、夏は都心部よりも涼しく、空気が澄んでいます。 
駅前にはスーパーや銀行などが揃っており、自然に近く、森林植物園に散歩に行く人もいます。 

自然に近い、良好な住環境 
 

元々山だった場所を住宅
地として開発したため、ほ
とんどの道が坂道になって
います。普段から傾斜のあ
る道を歩くため、足腰が鍛
えられるということで、元
気なお年寄りが多い印象。 

日常から足腰が鍛えられる坂道 
 

ベッドタウンならではの特徴とし
て、様々な地域からの移住者が多く、何
色にも染まっていない、新しいものや
外からのものを受け入れやすい“余白
のある”イメージがあるエリアです。 

余白のあるエリアイメージ 

公園や広場のような屋外空間、団地
や地域の集会所、店舗内の交流スペー
スや貸しスペース等、活動や交流、居
場所ともなりうる屋内外の場が数多く
存在しています。 

豊富な活動の場が地域内に分散 

まだ 
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（５）地域の課題 
 
 
1969 年より市営住宅が建設され、1995 年まで人口は増加の一途を辿り、1995 年のピーク

時には約 1.4 万人に。その後人口は減少し、高齢化が進んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
坂が多い北鈴蘭台地域。駅前から

わずか 400ｍしか離れていない甲
栄台 4 丁目の南西角で、20m超（ビ
ル 7 階分）の高低差があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後述のアンケートでは、お住まいの方々の不満が
明らかになりました。特に、飲食店をはじめとした
施設が少ないこと、イベントなどの楽しみが少ない
ことを不満に感じている方が多く、まちづくりを進
めるうえでの課題といえます。 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%
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25.0%

30.0%

35.0%
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12,000

14,000

16,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015

高齢化率人口

人口 高齢化率

高齢化と人口減少、オールドタウン化 
 

驚くほどの坂道 
 

飲食店が少なく、楽しみが少ない 
 

桜の宮ふれあいのまちづくり協議会 
恒例の「ふれあい喫茶」は大にぎわい 

甲
栄
台
・ 

若
葉
台
の
み 

惣
山
町
が
追
加 

松
宮
台
が
追
加 
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（６）桜の宮まちづくりのインパクト 
北鈴蘭台駅のすぐ近くで、市営住宅の建替えや戸建住宅地開発が 2016 年から段階的に始ま

っています。市営桜の宮住宅の規模は約 14.3ha、敷地の角から角まで 600ｍ以上あり、これ
は JR三ノ宮駅～神戸市役所（約 500m）よりも離れています。 
また、いくつもの事業が進むことで、地域内に屋内外のコミュニティスペース（公園・広場・

集会所など）がさらに増えることも大きなインパクトです。 
 
■開発エリアと開発時期■ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■各事業のスケジュール■    ※整備時期は「除却～入居者移転まで」を記載

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025～ 

          

 

①第 1 期 市営住宅の整備 

④第２期 戸建開発 

②第 1 期 戸建住宅開発 

③第２期 市営住宅・沿道利用ゾーンの整備 

⑤コープこうべ・公社桜の宮住宅の整備 

北鈴○○部の活動 

③コンビニエンスストア 
（2022 年オープン） ③暮らし賑わい施設 

（直売所・食堂・クリニック・薬局・
時間貸し駐車場など） 

（2023 年度以降オープン予定） 
 

④第 2 期戸建住宅 89 区画 
（2025 年～分譲開始予定） ③第 2 期市営住宅 800 戸 

（2022～2023 年建設予定） 

②第 1 期戸建住宅 108 戸 
（2022 年整備完了） 

（年） 

⑤コープこうべ・ 
公社桜の宮住宅の整備 

（2022 年完成） 

①第 1 期市営住宅 450 戸 
（2019 年整備完了） 
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■各事業の完成イメージ■ 
新桜の宮住宅第 1 期・戸建住宅地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新桜の宮住宅第 2 期 
 
 

暮らし賑わい施設（新桜の宮住宅第 2 期） 
レストランや産直市場のあるコミュニティ型
複合施設 2023 年秋頃オープン 

ゲート広場（新桜の宮住宅第 2 期） 
イベントやマルシェ等が開催できる
屋外スペース 

戸建住宅地 89区画 
2025 年～分譲開始予定 

コープこうべ北鈴蘭台店・公社桜の宮住宅
建替え（2022 年春リニューアルオープン） 

計画時点での完成予想イラスト  

計画時点での完成予想イラスト  

イメージです  イメージです  
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■北鈴蘭台に関わる多彩なプレイヤーたち■ 
北鈴○○部には、北鈴蘭台や周辺地域で活躍している多彩なメンバーが参加しています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

2022 年 5 月に開催された北山公
園でのオープニングイベントで
は、北鈴こうえん部と桜の宮ふれ
あいのまちづくり協議会が連携
し、賑わい・交流が生まれました。 
また、2021 年 10 月には北鈴蘭
台駅近くにこども食堂の「みんな
のごはん北鈴蘭台」がオープン。 

みんなのごはん 北鈴蘭台（こども食堂） スラカフェ 

PORTH（ロゴづくりワークショップ） 
桜の宮ふれあいのまちづくり協議会
（ふれあい喫茶） 

公園イベントの様子 

フードパントリー 
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（１）住民の暮らしと声 
2021 年 10～11 月に実施した「北鈴蘭台駅周辺エリアのまちづくりに関するアンケート」より（回答 209 件） 

 
 
 

86.6%

12.9%

27.8%

31.1%

29.7%

33.5%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カフェや食堂、居酒屋などさまざまな飲食店やお店

コワーキングスペース（共有オフィス）

イベントスペース・レンタルスペース

サークル活動

託児所（一時預かり）や子育て支援サービス

高齢者向けの生活支援サービスや介護サービス

その他

回答者数(N=209)

26.3%

14.8%

24.9%

26.3%

46.9%

25.4%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

イベントや教室の開催・企画

地域の情報発信のお手伝い

緑・花の手入れ

子ども食堂や子育てを支援する取組み

コミュニティカフェ（地域の人が集まり、ふれあえる居場所やたまり場）

サークル活動

その他

回答者数(N=209)

1 位 健康的な暮らしを送ることができる 

2 位 子どもが安心・安全に過ごせる   

3 位 お年寄りが安心・安全に過ごせる  

北鈴蘭台について満足度の高い項目 
（上位 3 つ） 

飲食店を望む声が最も多く、次いで、イベントスペースやサークル活動、
託児所・子育て支援サービス、高齢者向けのサービスが同程度 

こちらもコミュニティカフェが最多。イベント等の企画やこども食堂な
どの取組みなど、人と交流できる活動への関心度が高いです 

 

健康的な暮らしや子ども、お年寄りが安心・安全に暮らせるといった、住環境としての満足度
が高い一方で、イベントや行きたいお店、施設といった、暮らしやまちを楽しむ項目については
不満度が高いことがわかりました。 

■あったらいいと思う施設・サービス■ 

1 位 行きたいイベントや  

    活動が行われていない 

2 位 行きたい施設がない  

3 位 行きたいお店がない  

北鈴蘭台について不満度の高い項目 
（上位 3 つ） 

■やりたい活動■ 

地域の声 
 

３ 
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■北鈴蘭台エリアのまちづくりに対するご意見やアイデア■ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「北鈴つづく通信」のインタビュー記事 “キタスズアレコレ” より■ 

北鈴○○部が定期的に発行している「北鈴つづく通信」、北鈴蘭台に住まう方やゆかりのある
方にインタビューをするコーナー “キタスズアレコレ” でお聞きしたご意見 
 
 

新しく住みたい街と
思われるために若い
人が魅力と感じる内
容を打ち出すといい
と思う。 

みんなが集まって体
を動かし、スポーツ
をするなど、健康な
暮らしができるまち
になってほしい。 

北鈴蘭台にとどまら
ず、食や自然などの
“北区”の魅力を伝え
られるといい。 

年齢の離れた友達が
できるなど、いろんな
世代の人とも人脈を
広げられるきっかけ
がある地域になると
いいなと思います。 

少しずつまちづくりを進め
ることで、人と人とのつなが
りが生まれ、それが子どもた
ちや、社会の問題の気づきに
なると思います。 
時間はかかるが住んでいい
まちになると思います。 

住民や訪れる人が誇り
に思えるよう、北鈴を
ブランド化すると、
個々の活動がより活性
化すると思う。 
 

自然豊かなところが
魅力。また、地域の情
報を共有して、一体感
のあるまちづくりが
進められるといい。 

 

地域での活動は、「自
分が楽しむこと」が一
番大事。得意なこと、
やりたいことを皆で
補い合えるといい。 

子どもからお年寄り
まで、自分の好きなこ
とや、趣味などで繋が
りあえると、楽しい地
域になるだろう。 

坂道が多いので、足腰
が丈夫な人が多い！
また、地域活動はでき
ることからコツコツ
続けることが重要。 
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（２）北鈴○○部メンバーの声 
“北鈴○○部”では、数か月に 1 度、「北鈴蘭台地

域のこれからのまちづくり」についてメンバーと
話合いをしています。 
地域で活動する住民や団体、住宅や商業施設の

事業者、大学など様々なメンバーで議論を交わし
たアイデアや意見をご紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

■地域活動の場・居場所■ 

「誰でも気軽に利用し、集まれる場所を増やしたい」 

徒歩圏に住民同士
が集まる場所が増
えるいいなぁ 

本当に集会所などを
使いたい人とのマッ
チングできるとよい 

地域の担い手が集ま
るような場をつく
りたい 

■健康・暮らし■ 

「普段の生活が健康に、そして幸せに」 
 

日常的に健康になれる
ようなイベントができ
るといいなぁ 

運動や食事などを我慢して、無理した健康で
はなくて、当たり前の日常が健康に、そして
幸せにもつながる暮らしが実現したい 
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■イベント・地域活動■ 

「日常にとけこむイベント・地域活動を」 

■多世代共生・支え合い■ 

「世代を超えた支えあいや友だちのできるまちに」 

住民同士の交流の場
づくりをプラットフ
ォームで担いたい 

子どもや高齢者などが
一人で食事をする“孤
食”をなくしたい 

多世代で集ま
れる場所があ
るといい 

スポーツや趣味を通
じたコミュニティが
広がっていくとよい 
 

大きな単発のイベントよりは、
小さくてもいいので、いつもど
こかで地域の活動があるといい 

一過性のものではなく、
持続可能な仕組みや環
境をつくることが重要 

北鈴にとどまらず、周辺地
域へも移動しやすく、色ん
な人とつながりたい 

■コミュニティ■ 

「いくつものコミュニティがあり、そして誰もがつながれる地域に」 

お互い困っていること
を地域に住む人同士で
助け合えるといい 
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前項までのアイデアやご意見で登場したキーフレーズをまとめます。 

  ポテンシャル 

課題 

ひと 地域 

健康的な暮らし
ができる環境 

都市部が近い 

新しく移り住む
人がいる 

飲食店が少ない 

孤食 

高齢化 

人口減 

農 

事業者が連携
している 

たくさんの場 
自然が近い 

坂道 

これまでに地域で 
活動されてきた 
人たちの存在 

イベントが少ない 

食を通じた 
つながり 

施設が少ない 
住民らの 
交流促進 

楽しみが少ない 

このまちを取り巻くキーフレーズ ４ 
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北鈴蘭台地域は、一見なんでもない郊外住宅地ですが、前述のように魅力的な環境に加え、
まちづくりのインパクト、そして様々なアイデアや意欲のあるプレイヤーたちなど、実に多く
の可能性を秘めています。地域・住民・事業者など、様々な立場の人たちがこのエリアで活動
していく際に参考としてほしい、「共有するまちのコンセプト」を提案します。 
 
（１）共有するまちのコンセプト 
北区の資源でもある「農」、子どもたちの健康と成長を支える「食」、飲食店は少ないけどコ

ミュニティをつないできた「食」、きれいな空気や坂道といった環境がもたらす「健康」、人と
人が交流し、活動することで保たれる「健康」、そして様々な世代、新旧の住民、地域内外の人
による複層的な「コミュニティ」、これらがこのまちによってつながる「ハブ（つなぎ役）」と
なることをイメージします。 
 
 
 
 
 

（２）まちづくりの方向性 
「共有するまちのコンセプト」を実現するための３つの方向性を示します。 

  

食 と 健 康 と コ ミ ュ ニ テ ィ の H U B 

エリアをつなぐ 
北鈴蘭台地域は都心と北神の中間であり、他のエリアともつながりやすい「余白の
ある」エリアイメージも有します。積極的に他地域と交流、連携し、新しい楽しみ
や文化、人を呼び込み、新しい魅力をつくりだすまちとします。 

1 

場をつなぐ 
本地域には、公園・広場・集会所・地域福祉センター等の数多くの活動・交流などの
場があり、まだまだ有効に活用されていません。これらの場と人、場と場をつなぎ、
まちじゅうを楽しむことのできるまちとします。 

2 

人をつなぐ 
北鈴○○部では、これまであまりつながることのなかった地域の活動団体や事業者
らがつながり、連携や協力による動きが芽生えています。人と人がつながり、出来
ることが少しずつ増えていくまちとします。 

３ 

ハ   ブ 

ビジョンの方向性 
 

５ 
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「共有するまちのコンセプト」と「まちづくりの方向性」に基づき、アンケートのご意見や
プラットフォームメンバーから寄せられたアイデアをめざすまちのイメージとして紹介しま
す。住んでいる人、訪れる人がまちと暮らしを楽しむ将来像をめざします。 

ほかのエリアとつながるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場と場がつながり、まちじゅうを楽しめるまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

めざすまちのイメージ ６ 

ウォーキングコース
やランニングコース
などの移動したくな
るような仕掛け  

農家と連携した 
食育活動を実施 

電動自転車の  
レンタサイクル 

都心の商店街や国内外の
地方と連携した刺激や  
体験が感じられる催し  

周辺地域などと Web で連携
したｅスポーツ大会の開催  

地元の美味しい野菜や  
魚などが買える  
普段遣いのマルシェ 

フードカーや 
マーケット、 
ビアガーデンを開催 

 

公園に昆虫や動物を地域の人たちと
一緒に育てるコーナー 

地域内の主要施設
間を移動しやすい
交通サービス 

広場などに定期的に
移動店舗を巡回 

北区の自然や食を活か
したイベントやフェス
を他エリアと同時開催 

空き家や空地、軒先に
カフェなどが一時的に
出張店舗を開く 

だれでも参加できる
サークル活動を 
定期的に実施 

植物園や大学などの
出張講座を開講 

健康にちなんだワーク
ショップなど、日常的な
活動を公園などで実施 
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人と人がつながり、活躍でき、支え合えるまち 
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エリアをつなぐ HUBプロジェクト 

北鈴蘭台地域と他のエリアのまちづくり団体や活動、資源等をつなぐプロジェクトを象徴的
なプロジェクトとして位置づけます。郊外住宅地の暮らしのなかに、新たな体験や刺激、文
化を生み出し、このまちの魅力を再発見する機会をつくります。 

 

北鈴蘭台地域と、鈴蘭台や西鈴蘭台といった３つの鈴蘭台地域による「３すずプロジェ
クト（仮）」や、山田町や淡河町、大沢町などの北区内の地域と連携した「北区農村プロ
ジェクト」、北区および兵庫県内のこども食堂が連携する「こども食堂ネットワークプ
ロジェクト（仮）」など、色々なテーマによる周辺地域との連携を図ります。 

  

「共有するまちのイメージ」実現に向けた具体的なプロジェクト、仕組み、体制を示します。
これらを HUBとしながら、本ビジョンに基づき、地域内外の公学民（地域、事業者）の多様な
主体、人らが協力、連携し、ともにまちづくりをつなげていくことをめざします。 

 

 

 

 
  

実現にむけて ７ 

鈴蘭台 

３すずプロジェクト（仮） 
ex）イベントやマルシェなどの合同

同日開催や、ウォーキング、サイ
クリングコースの拠点連携など 

 西鈴蘭台 

山田町 

淡河町 

大沢町 

北区農村 
プロジェクト（仮） 

ex）北区の農家に家庭菜園のコツを伝授
してもらうような出張講座を開講す
るなど 

こども食堂ネットワーク
プロジェクト（仮） 

ex）北区内のこども食堂が日頃の運
営などで、助け合う関係を構築 

 

大原・桂木 

日の峰 

and 
more 

 

 

and 
more 

 

 
北鈴蘭台 
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場をつなぐ 「きたすず PORT」 

北鈴蘭台地域にある公民の開かれたコミュニティスペースの施設案内が見られたり、   
北鈴蘭台地域で活動している団体やイベントを広報できる“北鈴蘭台のアレコレが集まる 
きたすず PORT”という掲示板サイトを構築します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

〈「きたすず PORT」のイメージ〉 
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人をつなぐ 北鈴〇〇部 

引き続き地域の団体・事業者・人に開かれたオープンな出会いと交流の場として、    
「北鈴○○部」を継続するとともに、その先導役となる団体として北鈴 HUB 部（仮）を設
立し、様々な仕掛けを起こし、仕組みを支えます。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

北鈴○○部をメインの組織とし、入会に
ついては登録制で、北鈴蘭台地域に住む
人や、北鈴蘭台で働いている人、北鈴蘭
台が好きな人など、基本的にはどんな人
も入会できるものとします。 
 

入会（登録制） 

北鈴〇〇
まるまる

部 

（北鈴○○部の先導役） 
北鈴 HUB 部（仮） 承認 

承認 

承認 
承認 

承認 

承認 

and more... 

北鈴こうえん部 
公園の管理と
運営の担い手 

北鈴コミュニティ部 
マルシェの 
企画・運営 

 

北鈴ピクニック部 
公園などで 
ピクニックを
楽しむ人達 

北鈴じてんしゃ部 
北鈴や周辺で 
サイクリングを
するグループ 

北鈴ガーデニング部 
地域内の植栽を 
育てるチーム 

北鈴いぬのさんぽ部 
犬の散歩を兼ねて
地域の安全を見回

るグループ 

北鈴〇〇部のメンバー内で様々な部活を立ち上げることができ、
北鈴 HUB 部（仮）が部活として承認します。 

北鈴 HUB 部（仮）は、他の部活同士の連携のアシストや、各部活
で開催するイベント等の広報のお手伝いをします。 

まるまる 
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３つのプロジェクトや仕組み、体制は「つづくシステム」として互いに連携しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：都市再生推進法人と都市利便増進協定 
 都市再生特別措置法に基づく都市再生推進法人とは、まちづくりの中核を担う法人として、
市が指定するものです。まちづくりに関する豊富なノウハウ等を有し、運営体制・人材等が
整っている団体に公的な位置づけを与え、あわせて国の支援措置等を受けられます。 

 都市再生推進法人に指定されれば、都市利便増進協定を締結することができ、地域の実情・
ニーズに合った、住民らによる自主的な公共空間・施設等の管理運営等が実施できます。 

 本地域でもこれらの制度の活用を視野に検討を進めます。 



20 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北鈴 ○○
まるまる

部構成員（2023.09 時点） 
桜の宮ふれあいのまちづくり協議会／きたすずランド株式会社／ 
株式会社北神地域振興／神戸親和大学／神戸市立森林植物園／ 
一般財団法人神戸住環境整備公社／神戸電鉄株式会社／TC 神鋼不動産株式会社／ 
株式会社長谷工コーポレーション／積水ハウス株式会社／パナソニックホームズ株式会社／
生活協同組合コープこうべ／JCHO 神戸中央病院／みんなのごはん実行委員会／PORTH 
協力：神戸市 


